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第３６回太田市都市計画審議会 議事録 

 

開催日時 令和５年７月１１日（火）午後２時３０分～午後３時２０分 

開催場所 太田市役所 議会棟４階 常任委員会室 

出席委員 

齊藤早苗委員、長島佳男委員、湯沢昭委員、矢部伸幸委員、八長孝之委員、

木村浩明委員、松川翼委員、松浦武志委員、本木秀典委員、石川哲委員、

箱田美紀委員、中村芳恵委員、野口晃委員 

欠席委員 加藤正己委員、稲塚祐輔委員、柿崎誠委員 

事務局出席者 

都市政策部 田村部長、高橋副部長 

都市計画課 石崎課長、久保田課長補佐、塚本係長代理、齋藤主事、 

宍戸主事 

花と緑の課 鈴木参事、高山課長補佐 

建築指導課 井上参事、森係長代理  

議案 

議案第１号  太田市都市計画墓園の変更に伴う都市計画決定の変更につ 

      いて  

議案第２号 太田都市計画区域内一般廃棄物処理施設の敷地位置につい               

      て 

事務局 

（塚本代理） 

只今より、第３６回太田市都市計画審議会を開会いたします。進行を務

めさせていただきます、都市計画課の塚本と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

なお、本日の会議は、議事録作成のため録音させていただきますが、こ

れからの発言につきましては、前にありますマイクのボタンを「マイクオ

ン」にして、赤いランプ点灯の状態で発言していただき、発言が終わりま

したらスイッチをもう一度押していただき、オフにするようお願いいたし

ます。 

本審議会につきましては、太田市都市計画審議会条例第５条第３項に、

「委員の２分の１以上が出席しなければ、会議を開くことができない」と

規定されておりますが、本日は、１６名の委員のうち１３名がご出席いた

だいておりますので、本審議会は成立していることをご報告させていただ

きます。 

続きまして、太田市都市計画審議会の会長であります、湯沢会長より改

めてご挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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湯沢会長 

皆さんよろしくお願いいたします。都市計画の流れの中で、最初の計画

を作成する段階でまちづくりや道路、土地、施設の整備などの色々な項目

について、一度市民の意見を聞いております。その後、それらの意見に基

づき、市が都市計画の原案を作成します。その原案に対して、二度目の意

見を募集し、意見が出た場合にはこの審議会の中でご披露して、審議をし

ていただくことになります。それを経て、この審議会で都市計画の内容に

ついてご議論をいただき、問題がなければ、県との協議をし、この審議会

の中で多数の賛成が得られれば、公布をするというふうに決定していま

す。先ほどもお話しましたが、都市計画の中身は非常に複雑な部分があり

全て市民生活に直結しているという部分となりますので、慎重なるご審議

をいただいた上でご同意いただければと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

事務局 

（塚本代理） 

引き続きまして、議長の指名でございますが、議長の指名につきまして

は、太田市都市計画審議会条例第５条第２項の規定に基づきまして、会長

が議長になることを定めておりますので、会長に議長をお願いしたいと思

います。湯沢会長よろしくお願いいたします。 

湯沢議長 

それでは、ご指名をいただきましたので、しばらくの間、議長を務めさ

せていただきたいと思います。まず本日の議事日程につきましては、お手

元の日程の順序で会議を進行したいと思いますので、ご了承賜りたいと思

います。 

 日程第３、会期の決定について、太田市都市計画審議会条例施行規則第

５条第１項に基づきお諮りいたします。 

本会議の会期は、本日一日と致したいと思いますがこれにご異議ござい

ませんか。 

 （異議なしの声） 

湯沢議長 

異議なしと認め、本審議会の会期は本日一日と決定いたしました。 

 次に日程第４、太田市都市計画審議会条例施行規則第９条第２項に基づ

き、議事録署名人２名をご指名いたします。 

議席番号３番 齊藤 早苗 委員 

議席番号４番 長島 佳男 委員 

をご指名いたします。よろしくお願いいたします。 

また、議事に入る前に、審議会の公開について、本日の審議会を公開とす

るか否かについてご検討をお願いしたいと思います。事務局から説明をお

願いいたします。 

事務局 

(久保田補佐) 

本日上程の議案につきましては、非公開とするような情報は含まれてい

ないものと判断いたします。 

よって、太田市都市計画審議会条例施行規則第７条に基づき、公開とす

ることを提案させていただきます。 

審議会の公開につきましては、以上となります。 
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湯沢議長 
それでは、事務局の説明のとおり、本日の議案については、公開とし、

傍聴を認めることとしてよろしいでしょうか。 

 (異議なしの声) 

湯沢議長 
異議なしと認め、本日の議案については公開とし、傍聴を認めることと

いたします。本日の傍聴者はいらっしゃいますか。 

事務局 

(久保田補佐) 
本日の傍聴者でございますが、３名となっております。 

湯沢議長 それでは、事務局は傍聴人を入場させてください。 

事務局 

（宍戸主事） 
（傍聴人入場） 

湯沢議長 

まず、傍聴人の方に注意を申し上げさせていただきます。太田市都市計

画審議会条例施行規則第４条に基づきまして、議場の秩序を乱す行為をさ

れた場合には、退場していただくということになっておりますので、ご注

意願いたいと思います。 

次に日程第５、議事に入りたいと思います。 

本日は２議案ございます。 

それでは、議案第１号「太田市都市計画墓園の変更に伴う都市計画決定

の変更について」を担当課より説明していただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

花と緑の課 

（鈴木参事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花と緑の課の鈴木でございます。どうぞよろしくお願いいたします。着

座にて失礼いたします。 

それでは、議案第１号につきまして説明をさせていただきます。議案書

の１ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 

議案第１号 太田市都市計画墓園の変更に伴う都市計画決定の変更に

ついて（太田市決定） 

太田市都市計画墓園の変更に伴う都市計画決定を別紙の通り変更する。

令和５年７月１１日提出。太田市長、清水聖義。 

初めに、八王子山公園の概要を説明いたします。八王子山公園は、環境

に恵まれた低廉な墓地を供給するため、昭和６０年に都市計画決定された

公園機能を有する墓園であります。現在、八王子山公園には３,６９９基

の墓地がありますが、全て分譲済みであり、新規の受け付けは現在行って

おりません。 

それでは２ページ、理由書をご覧ください。八王子山公園は、環境に恵

まれた低廉な墓地を供給するため、昭和６０年に都市計画決定され、昭和

６１年に事業認可を受けて事業に着手し、当初の都市計画では１６.９ｈ

ａの敷地に約２,０００基の墓地が計画されました。その後、旧３町（尾

島町、新田町、藪塚町）の合併等に伴う市民からの墓地の需要の高まりを

受け、平成１７年に０.４ｈａの追加を行い、現在の１７.３ｈａの敷地に

３,６９９基の墓地が建設されました。しかしながら、平成３０年までに

全件分譲済みとなっており、平成２９年からは、八王子山公園納骨堂によ
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花と緑の課 

（鈴木参事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る埋葬を行っておりますが、今もなお市民から墓地に対する高い需要があ

ります。よってこの要望に応えるべく、現在の既設の敷地から東側の菅塩

町内に新たに２．５ｈａの敷地と、約１,０００基の墓地を追加するもの

であります。 

次に、３ページ、総括図をご覧ください。今回の都市計画決定の変更に

関する総括図となっております。八王子山公園は、現在１７.３ｈａが既

に決定されておりますが、これに２.５ｈａを追加して、１９.８ｈａとす

るものであります。 

続きまして、４ページ、計画図をご覧ください。図面の右側の黄色い境

界線までが現在の八王子公園のエリアとなります。この東側に赤い線で記

載された区域までの２.５ｈａを追加するものであります。 

続きまして、５ページ、土地利用計画図をご覧ください。図の中で、白

くマス目に区切られた箇所が墓地エリアとなります。約１,０００基の建

造を計画しております。敷地南側には、今回の２.５ｈａの敷地の排水調

整のため、調整池を設けております。 

続きまして、６ページの案内図をお願いします。既設の八王子山公園か

らは、図面の右側にある第７号墓所と第１０号墓所の園路を延伸して、接

続する経過となります。 

議案第１号の、内容説明については以上となりますが、最後に、当該案

件についての住民意見反映措置の結果を口頭によりご報告いたします。 

まず、当該都市公園決定変更原案について公聴会を実施すべく、原案の

閲覧及び公述希望者の募集を、令和５年２月１５日から３月１日まで実施

いたしました。その結果、電話で２件と窓口で１件の問い合わせがありま

したが、公述希望者はおりませんでした。そのため、令和５年３月８日に

予定されていました、当該案件に係る公聴会は中止といたしました。また、

案の公示・縦覧につきましても、令和５年５月２日から１５日まで実施し

ましたところ、縦覧者及び意見の提出はございませんでした。 

住民意見反映措置結果の報告は以上でございます。これをもちまして、

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

湯沢議長 

只今、担当課より議案第１号「太田市都市計画墓園の変更に伴う都市計

画決定の変更について」の説明がありました。 

只今の説明に関しまして、審議をお願いいたします。皆様、何かご意見

ご質問等がありましたらいただきたいと思います。いかがでしょうか。 
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長島委員 

長島でございます。２つほど質問させていただきます。 

まず、先ほどの説明の中で、住民から意見を聞くのは公聴会等となって

いますが、公聴会以外でもそういうことができるのではないかと思いま

す。公聴会というと、その場で住民が手を挙げ、都市計画の決定や変更に

おける自らの意見を行政に対して述べるという形となっていますが、周辺

住民の方が受け入れにくいのではないかという疑問があります。最近は高

齢化が進むとともに、車社会が浸透してきていることから、車が運転でき

ない方などを考えますと、地元で地権者の方々の話を聞く機会を設ける選

択肢も必要だったのではと感じたのが１点です。 

もう１点は、今回の計画だと約１,０００基の墓地を追加するために墓

園を拡大するものとされており、市民の需要を踏まえて拡大するのは必要

なことだと思いますが、今後人口が増加し、墓地と人口との関係を考える

とどのくらいの用地が必要になるのだろうかと思います。今考えるべきか

どうかは別として、現実的に考えるとかなりの規模の用地が取られていく

ことが考えられます。亡くなった方の霊を弔うという意味では、当然お墓

があった方がいいと思いますが、その点に関して都市計画を作る段階でど

んな話をされたのかを参考までお聞かせいただきたいです。以上です。 

湯沢議長 大きく分けて２つの質問がありましたが、いかがでしょうか。 

花と緑の課 

（鈴木参事） 

公聴会については、広報した後、住民側から意見をもらうような格好に

なっております。住民説明会も行っておりまして、その他にも意見がある

方は、個別にうちの方で対応しております。 

湯沢議長 ちなみに住民説明会にはどのくらいの方が参加したのですか。 

花と緑の課 

（鈴木参事） 

約４０名の地権者の方から参加申し込みがありましたが、実際にいらし

たのは半分ほどでした。内容としては、本計画の概要や今後のスケジュー

ルについての説明を行いました。その中で、相続について相談される地権

者の方もいましたので、そのようなことも受けております。 

湯沢議長 それでは、２点目の質問についてはいかがでしょうか。 

花と緑の課 

（鈴木参事） 

本計画で２.５ｈａに対して１,０００基ということになっており、仮に

１,０００基埋まったとしても、現状としては納骨堂があるため、そちら

に案内する格好となっていくと思います。納骨堂にはお骨が１,５００体

ほど入るようになっており、墓地は無いがどうしても納めたいという方が

いる場合に案内する形を想定しています。 

ただ、うちの墓園から民間や他の墓地に移るという方もいらっしゃるの

が現状です。 

湯沢議長 墓じまいというのはどうなっているのでしょうか。 
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花と緑の課 

（鈴木参事） 

現状はありません。年間１０基ほどは返還され、十分にクリーニングを

した後、再分譲するという流れとなります。 

相続人がいなくなる方は、前もって納骨堂へと移す方もいらっしゃいま

す。 

湯沢議長 

ありがとうございます。 

私も墓地の需要予測を実施したことがありますが、「これだけの数が必

要である」と正確に決めることができないため、非常に難しい議論です。

前橋市も年々少なくなっていますが、去年あたりから樹林墓地という、１

つ１つは独立していますが、それぞれが１つの敷地の中に納骨されるとい

う形態が増えており、たとえ敷地が狭くてもかなりの数を埋葬できるた

め、採用している自治体もあるそうです。 

他に意見等はございますか。 

木村委員 

計画図を見ると、増加予定の墓地数に対して駐車場が１０分の１ぐらい

のように見えます。命日のお参りであれば問題ないと思いますが、お彼岸

やお盆の時期となると、比較的お参りの日が集中することもあるのではな

いかと考えられます。今までのこの墓地の利用状況と駐車場の割合の関係

からしても、これで間に合うというような想定なのかどうかをお聞きした

いと思います。 

花と緑の課 

（鈴木参事） 

これまで、お彼岸やお盆の時期だと駐車場混雑して止められないという

苦情は特に聞いておりませんので、現状に合わせた駐車場の数で問題ない

と考えております。 

湯沢議長 

他にいかがでしょうか。 

太田市には「おうかがいい市バス」というデマンドバスがあると思いま

すが、このバスのための新たなバス停を設置する予定はあるのでしょう

か。 

花と緑の課 

（鈴木参事） 
現状は考えておりませんが、今後担当課と話を進めていくつもりです。 

湯沢議長 

ありがとうございます。他に意見等はございますか。特に無いようです

ので、お諮りさせていただきます。 

議案第１号「太田市都市計画墓園の変更に伴う都市計画決定の変更につ

いて」は、計画案について「異存なし」とすることにご異議ございません

か。ご異議がない方につきましては、挙手をお願いいたします。 

 （挙手） 
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湯沢議長 

賛成多数により「異議なし」と認めます。よって、議案第１号について

は、計画案について「異存なし」とすることに決定されました。 

続きまして、議案第２号「太田都市計画区域一般廃棄物処理施設の敷地

位置について」を担当課より説明をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築指導課 

（井上参事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築指導課の井上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。着

座にて失礼いたします。 

それでは、議案第２号「太田都市計画区域内一般廃棄物処理施設の敷地

位置について」を説明させていただきます。 

はじめに、廃棄物処理施設の用途に供する建築物は、建築基準法第５１

条の規定により、都市計画において、その敷地の位置が決定しているもの

でなければ、新築し、または増築してはならないと定められておりますが、

同条のただし書きの規定により、都市計画審議会の議を経て、その敷地の

位置が都市計画上、支障がないと認めて許可した場合に限り、新築または

増築をすることができます。本件は、このただし書きの規定に基づき申請

されたものであり、都市計画法上、支障の有無について本審議会にてご審

議いただくものでございます。 

次に、議案書８ページをご覧ください。本件の概要となっております。

申請者は東金属株式会社代表取締役、宮下徹。敷地の位置は太田市新田木

崎町１４０４番９の他４筆。用途地域は工業専用地域。主な施設は家電４

品目、小型家電の一般廃棄物処理施設。処理能力は１日当たり６２.７６

トンでございます。 

次に、議案書９ページをご覧ください。申請理由でございますが、本施

設は小型家電リサイクルの専用工場として、平成２９年に建築基準法施行

令第１３０条の２の２の規定により、位置の制限を受けない規模の施設と

して新築され、現在稼働しております。今回の申請は３Ｒ（リデュース、

リユース、リサイクル）等、時代の要請に応じ、既存施設に加え、家電リ

サイクル事業を始めとする、マテリアルリサイクルをさらに推し進めるた

め、家電４品目のリサイクル施設を増設するものであり、これにより１日

当たりの処理能力が、現在５トンを超え、５１条ただし書きの許可が必要

となるため、所定の手続きを行うものでございます。 

続きまして、議案書１０ページ、図１をご覧ください。こちらは都市計

画図になります。申請敷地は、新田中部工業団地内の赤く塗られている部

分で、周辺の主要施設までの距離を示しております。最も近いのはきざき

まち幼稚園ですが、直線距離にしまして約４００ｍ離れております。 

次に、議案書１１ページ、図２をご覧ください。申請地の付近見取り図

になりますが、左側の白抜きは物流倉庫、右側の三角地は駐車場、その他

周辺には工場が立ち並んでおります。黄色で示しておりますのが現在居住

されている住居となっており、直線距離にして最短約１７０ｍ離れており

ます。前面道路の幅員は１０ｍ、市道２,０６０号線は１５ｍになります。

市道２,０６０号線は木崎小学校の通学路に指定されておりますので、搬

入車両には予約システムを導入し、通学時間帯に予約を入れないこと、ま

た、通学時間帯に車両が通行していないかを調査することとしておりま

す。 

続いて、議案書１２ページ、図３をご覧ください。こちらは配置図にな
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りまして、黄色で示しておりますのが今回増築される計画の建物で、Ａの

方が家電４品目の手選別、破砕、圧縮施設であり、Ｂの方が処理前後の保

管倉庫でございます。Ｃ、Ｄは既存の小型家電リサイクル工場で、こちら

の方に当施設の管理事務所がございます。敷地内には緑地帯を設けてお

り、家電４品目の破砕施設の西側には、騒音対策としての防音壁を設置し

ております。車両の出入り口は、北東側の１ヶ所のみでございまして、敷

地周囲にはフェンスが設置されております。 

次に、議案書１３ページ、図４をご覧ください。こちら家電４品目の搬

入、搬出の動線図になります。青線が搬入動線、赤が処理後の動線となっ

ておりまして、車両は一方通行となるように計画されております。１日当

たりの搬入車両は通常６台程度を見込んでおり、待機スペースとしては十

分なスペースは確保しております。 

続きまして、議案書１４ページ、図５ご覧ください。家電４品目のうち、

冷蔵庫及び洗濯機の処理工程を説明いたします。一般廃棄物として搬入さ

れた冷蔵庫はフロンガスを引き取った後、手作業により棚等が取り出さ

れ、同じく洗濯機も手作業により洗濯槽が取り出されます。手作業により

選別できないものは、破砕機や磁選機等を経由し、有価物と廃棄物に分け

られ、混合物については、小型家電の破砕施設へ運ばれます。 

次に、議案書１５ページ、図６をご覧ください。テレビ及びエアコンに

ついての処理工程ですが、一般廃棄物として搬入されたものは、一旦エレ

ベーターで２階へ搬入されて、手作業による選別後、シューターにより１

階に下ろされ、冷蔵庫や洗濯機の処理と同様、破砕等の処理が行われます。 

議案書１６ページ、図７をご覧ください。エレベーターにより２階に運

ばれたテレビ及びエアコンの手作業による選別動線になります。テレビ及

びエアコンは金属配線等が取り外され、手作業により選別できないものが

シューターにより１階へと下ろされまして、先ほどご説明いたしました。

破砕等の工程を送られます。 

議案書１７ページ、図８をご覧ください。こちらは小型家電の搬入、搬

出の動線になります。青の方が搬入、赤の方が処理後の動線となっており

ます。搬入された小型家電は、原則処理前保管場所へと運ばれることにな

りますが、手選別施設の空き状況によっては、直接選別施設のほうに搬入

されることもございます。 

議案書１８ページ。図９をご覧ください。小型家電の処理工程になりま

すが、一般廃棄物として搬入されたものは、手作業により廃プラ、金属等

が取り出され、手作業により選別できないものは、家電４品目の混合物と

合わせて、破砕機、磁選機等を経由しまして有価物と廃棄物に分かれます。 

議案書１９ページ、図１０をご覧ください。こちらは搬入された家電が

処理後、どのような有価物または廃棄物となるかを示したものになりま

す。冷蔵庫、洗濯機、テレビ、エアコンの家電４品目及び小型家電は、選

別、破砕、圧縮され、廃プラ、鉄またはアルミや銅等の非鉄金属となり、

こちらの方は売却されまして、混合物は委託により焼却処分となります。 

以上が資料の説明になりますが、補足説明を加えさせていただきます。

当施設は、「群馬県廃棄物処理施設等の事前協議等に関する規定」に基づ

き、太田市環境対策課に事前協議書が提出され、騒音、振動等、生活環境

の保全上の見地から審査されております。また、都市計画課にも同様に提
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出され、太田市都市計画マスタープランにおいて都市計画上支障がないこ

とも確認されており、令和５年６月７日付けで、一般廃棄物処理施設設置

許可の方向で事前協議の方が終了しております。 

以上で、議案第２号の説明を終了させていただきます。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。  

湯沢議長 

只今、担当課より議案第２号「太田都市計画区域内一般廃棄物処理施設

の敷地位置について」の説明がありました。 

只今の説明に関しまして、審議をお願いいたします。何かご意見やご質

問等はございませんか。 

本件に関して一番気になるのは、施設内の機械稼働や車両の搬入によっ

て発生する騒音ではないかと思います。特に関東の千葉県あたりでも、車

両の解体によって近所への騒音が問題になっていると聞いたことがあり

ます。今回の申請につきまして、法令等で規定されている騒音の規定値に

対して、どのくらいの音が出るのかという点についてご説明いただきたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

建築指導課 

（森代理） 

こちらの地区は工業専用地域であり、環境対策課との協議の中では騒音

規制法の第４種の区域となっております。朝夕では６５デシベル、これが

おおよそ強運転の掃除機程度の音量となります。昼間では７０デシベル、

これが直近でセミの鳴き声が聞こえる程度の音量となっております。夜間

では、５５デシベルで、これが家庭用のエアコンの室外機程度の音量とな

っておりまして、規制としてはこれらのデシベルが規定されております。

今回施設の計画にあたっては、環境影響調査における予測騒音というもの

を行っておりまして、その結果最大でも６３デシベルという結果が出てお

り、規定を満たしているということになっております。 

湯沢議長 
先ほどの説明の中で、夜間の規定値は５５デシベルだとありましたが、

６３デシベルだと超えてしまうのではないでしょうか。 

建築指導課 

（森代理） 

夜間は午後９時から午前６時までとされており、今回の施設に関して

は、基本的に夜間は操業しない計画となっております。 

湯沢議長 

それでは、昼間の規定値を満たしているため問題ないということです

ね。ちなみに、予測騒音というのはどのような方法で計測するのでしょう

か。 

建築指導課 

（森代理） 

敷地の４方向に測定地点がありまして、そちらで既存の小型家電リサイ

クルの騒音値と、今回計画地で入れる機械のメーカーの騒音値を用いて予

測を立て、それで検討をしているところでございます。 

湯沢議長 
図面を見ますと、議案書１１ページに最も近い住宅まで１７０ｍとあり

ますが、そこまで影響はないということで理解してよろしいでしょうか。 

建築指導課 

（森代理） 
はい。その認識で問題ございません。 
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湯沢議長 

ありがとうございます。その他にご意見やご質問があればお願いいたし

ます。いかがでしょうか。 

廃棄物処理施設というと迷惑施設として捉えられる場合が多いですが、

きちんと法律に基づいて操業するということが必要であり、今回は工業専

用地域の真ん中あたりに位置しているということも考えると、周辺に関す

る影響は微々たるものであるというふうに感じます。 

特にご意見やご質問等がないようですので、お諮りいたします。 

議案第２号「太田都市計画区域内一般廃棄物処理施設の敷地位置につい

て」は、計画案について「異存なし」とすることにご異議ございませんか。

ご異議がないようでしたら、挙手をお願いいたします 

 （挙手） 

湯沢議長 

賛成多数により「異議なし」と認めます。よって、議案第２号について

は、計画案について「異存なし」とすることに決定されました。 

以上で本日の審議を終了いたします。傍聴人におかれましては、事務局

の指示に従って退場していただきたいと思います。 

事務局 

（宍戸主事） 
（傍聴人退場） 

湯沢議長 
それでは議長の職を終わらせていただきます。審議につきまして、ご協

力ありがとうございました。 

事務局 

（塚本代理） 

湯沢議長におかれましては、円滑に議事を運営していただき、ありがと

うございました。また、委員の皆様には慎重なご審議をいただきまして、

大変ありがとうございました。 

只今、ご審議いただきました案件につきましては、頂いたご意見等を参

考に事務を進めて参りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

以上をもちまして、本日の審議会の全日程を終了させていただきます。 

本日はどうもありがとうございました。 

 


